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１．疲労･ストレス測定（心拍･脈拍変動による交感神経･副交感神経測定）
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判定 － ：良好

67

0.82

975.79

3.48

あなたの自律神経機能は、
同年齢の上位25%以上です。
41才相当です。

２．自律神経評価

測定結果にて何度も要注意が出る場合は、医師にご相談下さい。

交感神経系／副交感神経系のバランスはうまく保たれており、自律神経機能活動も正常で

す。自律神経機能は極めて良好な状態です。この状態を維持するように心がけましょう！

３．用語の説明

ＬＦとＨＦ 心拍変動のスペクトル解析から得られるパワー値を周波数帯0.04～0.15Hzで積分
したものをＬＦ(Low Frequency)と呼び主に交感神経成分が含まれる。
また周波数帯0.15～0.4Hzで積分したものをＨＦ（High Frequency）と呼び
副交感神経成分が含まれる。

ＬＦ／ＨＦ 交感神経と副交感神経のバランスを表す。図示されているように通常2.0以下が
正常、2.0以上5.0以下が注意、5.0以上は要注意となる。

ＴＰ
（トータルパワー値）

自律神経機能全体の働きを示す指標。加齢に伴い数値は減少する。
この数字はＬＦとＨＦの総和で表す。（ＬＦ＋ＨＦ）

ccvTP 自律神経機能の働きを示す指標。心拍数が高い場合はＴＰが高く出る為、
ＴＰを測定時間中の心拍数で補正した値。
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